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調査概要

✓観光振興・まちづくりによる、「地域への愛着と誇り」の醸成を調査

✓18歳～69歳の釜石市民のうち、1,400名を無作為抽出

✓有効回答数（完全回答）は、303名（21.6%） ＜参考＞前回調査：341名

調査名
観光振興と交流人口の拡大による住みよい
まちづくりに向けた地域に対する住民意識調
査

調査目的
市民の皆様の考えをお伺いし、今後の釜石市
の観光地域づくりに役立てること

調査手法 郵送調査

調査対象
釜石市在住の18歳以上70歳未満の中から、
2024年7月31日時点のデータを基に、
1,400人を無作為抽出

調査期間 2024年9月9日（月）～9月30日（月）

回収数 401名（28.6%） （前回：408名（29.9%））

有効回答数 303名（21.6%） （前回：341名（25.0%））

共同研究者
筑波大学 社会・認知心理学
上市秀雄研究室 博士後期課程 室町祐輔
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回答者属性

＜年齢＞ ＜居住地区＞

Ｉターン…生まれ育った故郷以外の地域に就職・移住すること
Ｕターン…地方で生まれ育った人が都心で一度勤務または

進学した後に、再び自分の生まれ育った故郷に戻って
働くこと

Ｊターン…地方で生まれ育った人が一度都心で働き、
その後また故郷とは違う別の地方に移住して働くこと

＜移住経験＞

6%
10%

25%

23%

36%

1%

10代・20代 30代 40代

50代 60代 無回答

19%

72%

5%
4%

鵜住居川流域エリア 甲子川流域エリア

五葉山・唐丹エリア 無回答

11%

33%

3%

51%

2%

Iターン Uターン Jターン

該当しない 無回答

✓郵送方式

✓18歳～69歳の釜石市民のうち、1,400名を無作為抽出

✓有効回答数は、303名（21.6%） ＜参考＞前回調査：341名
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地域への愛着と住まう誇り

釜石への愛着 住まう誇り

Positive（2024）

25%
Positive（2024）

53%

✓『釜石への愛着』は50％以上の方がポジティブである一方で、『住まう誇り』

に対するポジティブ割合は、まだ高くはない。

✓『釜石への愛着』、『住まう誇り』は、年齢別に差が見られる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024

2022

とてもそう思う そう思う

どちらとも言えない そう思わない

まったくそう思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024

2022

とてもそう思う そう思う

どちらとも言えない そう思わない

まったくそう思わない

重要KPI
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Positive（2022）

58%
Positive（2022）

15%



年齢別『住まう誇り』と『釜石への希望』

住まう誇り 釜石の未来に対する希望

✓10代・20代の釜石に『住まう誇り』は約20％と高くないものの、『釜石の未

来に対する希望』は60％以上がポジティブと回答している

✓30代・40代は指標も高くないため、働き世代に希望を与えることが重要

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

無回答

とてもそう思う そう思う

どちらとも言えない そう思わない

まったくそう思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代・20代

30代

40代

50代

60代

無回答

とてもそう思う そう思う

どちらとも言えない そう思わない

まったくそう思わない
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人を迎える意識

日本人観光客に訪れてもらいたい 外国人観光客に訪れてもらいたい

✓「日本人観光客」、「外国人観光客」ともに、前回に引き続きポジティブな割

合が約60%を維持している。

✓約35％の方が、「観光客に、地域住民として、釜石の魅力を伝えたい」と回答

Positive（2024）

57%
Positive（2024）

66%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024

2022

とてもそう思う そう思う

どちらとも言えない そう思わない

まったくそう思わない

重要KPI

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2024

2022

とてもそう思う そう思う

どちらとも言えない そう思わない

まったくそう思わない
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Positive（2022）

66%
Positive（2022）

57%



観光による震災復興、経済活性化

✓観光振興が震災復興、経済活性化に重要であると感じている市民が多い一方で、

観光振興の効果については、まだ実感がない方が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光振興は、経済活性化に重要である

観光振興は、震災復興にとって重要である

とてもそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

観光振興により、さまざまな人が釜石へ来訪するようになった

観光によってにぎわいが生じている

とてもそう思う そう思う どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない
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釜石が進めるサステナブルツーリズムの認知度

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

STを知っている

STに興味がある

STをもっとPRした方が良い

OFMを知っている

OFMに興味がある

OFMをもっとPRした方が良い

あてはまる ややあてはまる どちらとも言えない

ややあてはまらない あてはまらない 無回答

◆ 『サステナブルツーリズム（ST）』、『釜石オープン・フィールド・ミュー

ジアム（OFM）』ともに、市民の認知度は低いため、市内への発信も必要

◆ その一方で、PRをもっとすべきという意見が多く、市外への発信を強化
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釜石の特産品への期待

73%

58%

35%

26%

20%

13%

9%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

海産物

水産加工品

麺類

調味料

お菓子

鉄製品

果物

その他

◆ 市外の方への特産品として、海産物、水産加工品が好まれる

◆ 有効回答数は、

◆ 400名（28.6%）

市外の方におすすめしたい釜石の特産品
お土産として、釜石の特産品を選ぶ際に

重視していること

42%

37%

29%

25%

23%

19%

18%

11%

10%

5%

0% 20% 40%

郷土食

価格

原材料（素材）

認知度

デザイン、見た目

食べやすさ

口コミなどの評価

数量（内容量）

賞味期限の長さ

その他

（有効回答者数400に対する各回答の回答割合）
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『住まう誇り』を高める要因分析

10

住民の地域に対する評価・考え方のうち、どの要素が『住まう誇り』を高めているかを明らかにする目
的

方
法

◆ 従属変数を「地域への愛着と誇り」、独立変数をその他の因子とした回帰分析【統計分析】
◆ 各要素は、2～10つの質問・回答を合成して生成

分析結果は、次のページ

地域への
愛着と誇り

住民の住まう誇りは、地域へのどのような評価が、強く影響しているのか

釜石の街並み評
価

住民の地域に対する
評価・考え方の要素

地域への所属感

釜石での学びの
機会

震災復興により
得たもの

釜石の防災評価

個人の防災意識

地域への愛着と
誇り

観光振興の効果
の実感

新たな地域活性化
施策としての観光

への期待

観光への関わり
意欲

釜石の治安評価
どの要素が
どれくらい
影響しているの？

観光客への評価



『住まう誇り』の醸成に向けたメカニズム
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① 「地域への所属感」が高い人は、『地域への愛着と誇り』が高い

② 『地域への所属感』は、６つの要素（釜石の治安評価、震災復興により得たもの、観光振興の効果

の実感、釜石の街並み評価、釜石の防災評価、釜石での学びの機会）が影響している

③ 「地域への愛着と誇り」のほか、「観光への期待」が高い人は、『観光への関わり意欲』が高い

結
果

震災復興により得たもの

釜石の街並み評価

釜石の治安評価

観光振興の効果の実感

新たな地域活性化施策としての
観光への期待

観光への関わり意欲

地域への所属感
地域への

愛着と誇り

強い正の影響がある

正の影響がある

例）釜石の人々は親切だ

例）自分は、自分が住んでいる地域
社会の一員であると感じている

釜石の防災評価

釜石での学びの機会

例）震災復興により、地域の人との新たな
つながりを築けた

例）釜石は、観光によってにぎわいが
生じている

例）釜石の街並みや自然はきれいだ

例）釜石には、子どもが文化や自然を学べる
場所が多い

例）釜石の防災教育は、しっかり進められている

例）釜石の観光振興は、経済活性化に重要である

例）今後、観光客に、地域住民として、
釜石の魅力を伝えていきたい

例）・釜石に愛着がある
・釜石で暮らすことに誇りを感じる

共分散構造分析
モデルの当てはまり指標：RMSEA＝.076



『住まう誇り』の分析を踏まえたアクションプラン
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分析結果 アクションプラン

「震災復興より得たもの」が高い人ほど、
「地域への所属感」が高く、『地域への
愛着と誇り』が高い

「釜石での学びの機会」を高く評価して
いる人ほど、「住まう誇り」が高い

「観光振興の効果の実感」が高い人ほど、
「地域への所属感」が高く、「住まう誇
り」が高い

地域との新たなつながりを築くことができる施策や、
地域の未来を考えるきっかけとなる施策の実施
（例：地域コミュニティ維持および創造の補助）

「釜石での学びの機会」を知ってもらい、高く評価
してもらえるような施策の実施
（例：市等主催の学びの機会の周知と参加促進）

観光振興の効果（経済効果など）を実感してもらえ
るような施策の実施
（例：広報誌等において、来訪者等の公表や観光

の経済効果の公表）

住民の「住まう誇り」を高めるためには、
６つの観点（釜石の治安評価、震災復興により得たもの、観光振興の効果の実感、釜石の街並み評価、

釜石の防災評価、釜石での学びの機会）
が特に重要であると考えられる

震災復興
により

得たもの

観光振興
の効果の

実感

釜石での
学びの
機会
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